
2015年 4月政治・経済・社会情勢関連報道 

1.政治関連報道 

報道日 報道内容 

10日 

 

マルテリー大統領は米・カリコムサミットへの出席のためジャマイカを訪問。 

13日 北東県の国境の街ワナメントで実施されたデモで，MINUSTAH のチリ人要員

が銃弾に倒れる。 

16日 CEP（臨時選挙管理委員会）は，上下両院選挙の登録期間を 4月 23日迄延長す

ることを決定。 

23日 22日深夜，上下両院選挙の登録が終了した。 

28日 ルノー防衛大臣が外務大臣に就任（兼任）した。 

 

２.社会関連報道 

報道日 報道内容 

20日 ベリゼール予審判事は，誘拐等の罪に問われている「ソンソン・ラ・ファミリ

ア」ことウッドリー・エテアール氏とルネル・ネルフォール氏を釈放した。 

21日 2015年第一四半期にコレラに罹患した患者数が 11414人（そのうち死者は 105

人）となり，前年の 3倍以上，ピーク時の 2012年の同時期を上回った。 

 

＊当国各種報道等の公開情報を取りまとめたもの。 


